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た｡77例 中50例 がカニ クイザ ル(MLh'BCa
hscL'czL叫 で､胎齢140日から23.5歳であった｡
老齢とされる30歳以上の個体はなかった｡枇
要については節123回日本獣医学会総会で報告
した｡
内容は､マウス/ラットといった実験軌物の
副腎皮質の加齢変化ならびにヒトのそれと比
較である｡胎齢140日(妊娠期間は165日)では染
色性から内外2屑に区分でき､外層を細胞配列
と核の密塊から3厨に細分できた.死産仔では
内外2層のみを隠めた.生後1日では､由外層
の細胞のみが明るく見え的別を容易にした｡
交配が可能となる3ないし4出になると､内層
がなくなり外層での3眉の雷f班Uが容易となった｡
球状1馴ま紺胞の配列から､来状眉は細胞耳が
明るく染色され､網状層は暗く見えた.来状
屑は内層と外層に区分でき､外層が明るくJg
いことが雌に共通していた.10歳では来状層
の細胞が､特に外周で不規則な大きさとなっ
た｡20歳を超えると細胞索の問に結合組細の
集積が見 られた.球状眉と来状屈はほぼ一･貫
して被膜と平行であったのに対して､網状層
と馳斑の境は滑らかでな<入り組んでいた｡
これらサル柏の所見は､マウスや一部のラッ
トと対照的で､F344/Nラットやヒトとは規似
していた.しかしF344nVはラットの中で特異
な位t馴こあることが明らかになりつつあるの
で､サル畑とラットの比較には注意を要する
ことが判明した｡
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